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CSR指針・
企業倫理綱領の

策定

企業倫理の
確立を重視した、
CSR推進体制の

構築
企業倫理、

ステークホルダー
との共生を推進する

体制を強化

CSR推進体制の
強化

経済性だけでは
測れない企業の価値
（社会性・環境性）に
バランスよく目を向け、
総合的な企業価値の

増大を目指す

総合的な企業
価値の増大

エンドレスハートの
価値（財務・非財務を

含めた総合的な
企業価値）を高める
ための「価値創造的
CSR」に向けた
基礎づくり

基本的CSRから
価値創造的CSRへ

第5次中期経営計画に
合わせた社会性
長期ビジョン・

社会性中期計画の
策定

ステークホルダー
との信頼関係構築

エンドレス ソーシャル
プログラム 2021

社会変化を見据えた
経営基盤の構築・
ステークホルダー
との関係性強化

CSRから
サステナビリティへ

サステナビリティ
委員会の発足

■    実践報告　社会

当社グループは、創業者精神を基軸とした社会性長期ビ
ジョンの実現に向け、第6次中期経営計画の対象期間（2019
～ 2021年度）に合わせて、メガトレンドと当社グループのビ
ジネスモデルを念頭においた重要課題を特定し、3ヵ年の具
体的な目標と計画を定め、社会性中期計画「エンドレス ソー
シャル プログラム（ESP2021）」を策定・推進してきました。

エンドレス ソーシャル プログラム 2021の全体像

当社グループは、経営理念（社是）にある「事業を通じて人
を育てる」の通り、事業の推進と経営基盤の強化の相乗効果
を生み出しながら、経営を推進してきました。

エンドレス ソーシャル プログラム 2021では、当社グルー
プにおけるESGのうち「S」（社会領域）に関して、ビジネスモ
デルとバリューチェーンをふまえ、重点テーマを「6 つの基
盤の強化」と設定。 各基盤をバランスよく強化していくこと
で、長期視点での社会変化を見据えた「経営基盤構築」や「ス
テークホルダーとの関係性強化」を図ります。そして、事業
との相乗効果を図ることでサステナブル経営を実現し、ひい
ては社会のサステナビリティや社会課題の解決に貢献してい
きます。

　 社会性中期計画（エンドレス ソーシャル プログラム）

■�社会性中期計画2021策定までのあゆみ
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基盤（社会性中期計画では6つの基盤を強化）

①�イノベーション基盤
社会課題解決型の革新的な事業を継続的に生み出していくための基盤
方針�社会課題解決に資する事業開発や不動産開発が促進される体制を強化

②人財基盤
創業者精神を受け継ぎ、持続的な進化を支える人財の基盤
方針�多様な従業員が働きがいをもち、特に若年世代が育ち定着する組織づくりを強化

③�技術・ものづくり�
基盤

お客さまや社会が求める価値を商品・サービスに反映するための技術・ものづくりの基盤
方針�取引先と共に、現場の安全と品質を前提とした生産性を高め、責任ある調達を推進

④顧客基盤
お客さまとの長期にわたる強固な関係性の基盤
方針��お客さまと長期の信頼関係を構築するとともに、新たなお客さまとの出会いにつながる

コーポレートブランドを確立

⑤�コミュニケーション�
基盤

ステークホルダーとあらゆる接点から適切なコミュニケーションをとるための基盤
方針��企業として財務・非財務コミュニケーションの体制を強化するとともに、従業員個人の情

報武装を実現

⑥�リスク対応基盤�
（凡事徹底）

内部統制を徹底し、かつ役職員が企業倫理を醸成していくための基盤
方針��自然災害などへの事業継続体制を強化するとともに、海外拠点を含めた企業倫理・人権・�

コンプライアンスを確立

事業（社会価値と経済価値を創出）

「基盤」が「事業」を支え、「事業」の推進が「基盤」を強化

社会性中期計画 （エンドレス ソーシャル プログラム）

https://www.daiwahouse.co.jp/sustainable/csr/midterm_plan/esp.html�



